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１. はじめに

令和２年度は新型コロナウイルスの影響により年度当初から全国的に休校措置がとられ、本

学においても４月６日から５月３１日にかけて休校となった。特に新入生については入学式が

中止、新入生オリエンテーションも遠隔で実施されることとなった。授業が開始された以降も

感染拡大防止の観点から実習や演習等を除き遠隔授業中心の授業実施とされた。このため教員

と学生、また学生同士が対面で接する機会が少なくなり、コミュニケーションの希薄化や学生

同士の学び合いの機会の減少が懸念されている。後期の授業が始まった 9 月以降においては、

遠隔授業中心ではあるものの３密を回避する工夫を徹底しながら、対面授業も実施されてきた

ところである。

ところで、総合管理学部の１年後期では必修科目として「基礎総合管理学演習」を履修する。

この授業は、１年前期の「プレゼミナール」に続き、「基礎総合管理学Ⅰ」等で身に付けた地域

課題を解決するための知識を踏まえ、設定されたテーマについて調べ学習を行い、その成果を

取りまとめ、プレゼンテーションを実施するものである。また、ゼミ活動を通して課題解決力

を育成するとともに、チームで活動することが求められている。そこで、担当するクラスにつ

いては、他のゼミとの交流により活動の活性化を図るため、宮園博光先生及び岩見麻子先生の

ゼミと連携し合同で演習に取り組んだ。以下、コロナ禍において被災地で実施したフィールド

ワークによる基礎総合管理学演習の取り組みについて報告する。
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２. 基礎総合管理学演習の概要 
基礎総合管理学演習は計８回の授業が予定されており、成果発表会を複数のゼミ合同で行う

のが一般的である。今回は、授業全体を通して３ゼミ合同（１年生３３人）で授業を進めるこ

ととした。全体の授業スケジュールは以下のとおりである。 
 
（授業スケジュール） 

 日時 授業内容 

１ 9 月 29 日（火） ガイダンス 

２ 10 月 13 日（火） 事前学習（人吉球磨地域について／グループ分け） 

３ 10 月 27 日（火） 外部講師による特別授業（インタビューの技術について） 

４ 11 月 10 日（火） グループワーク（フィールドワークの事前準備／役割分担） 

５ 

11 月 14 日（土） フィールドワーク（人吉城跡、青井阿蘇神社、球泉洞） 

11 月 15 日（日） フィールドワーク（繊月酒造、くま川鉄道） 

11 月 21 日（土） フィールドワーク（球磨川くだり） 

６ 11 月 24 日（火） グループワーク（調査結果のまとめ） 

７ 12 月 １日（火） グループワーク（プレゼンテーション資料の作成） 

− 12 月 ８日（火） 自主学習（プレゼンテーション資料の作成） 

８ 12 月 15 日（火） 合同発表会 

 
 
３. テーマの設定 

テーマについては、豪雨災害からの復旧・復興に取り組んでいる人吉球磨地域を対象地域と

して調べ学習を行い、被災地の現状や課題に対する理解を深めることとした。 
なお、対象地域に設定した人吉球磨地域の災害について詳述すると、令和２年７月に熊本県

を中心に降り続いた大雨は、７月４日未明の集中豪雨により多くの犠牲者を出すなど甚大な被
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害をもたらした。特に球磨川流域においては河川 
の氾濫により市街地の大部分が浸水し、全壊、半壊、

床上浸水など多くの世帯で住宅被害が発生し、仮設

住宅での生活を余儀なくされている方も多い。 
また、商店、旅館、ホテル、観光施設等において

は浸水被害により設備が使用できなくなるなど未

だ再開の目処が立っていない施設も多い。さらには、

道路や鉄道（JR 肥薩線、くま川鉄道）などの交通

インフラについて橋梁が流出するなど甚大な被害

が発生し、通勤通学等の住民生活に大きな支障が生

じている。被災後５か月（１２月末現在）が経過し、

行政により仮設住宅の建設やインフラの回復に向 
けた取組みが鋭意進められているが、被災地は未だ復旧・復興の途上にある。 

  今回は地域課題への理解を一層深めるため、実際に被災地を訪問して現地調査し被災者から

話を聞くというフィールドワークの手法により演習を進めることとし、最終的にグループで調

査した「人吉球磨地域の今」について発表することをアウトプットとした。 
 

４. 演習の内容 
（１） 事前学習（10月 13日） 

① 調査対象の検討 

豪雨災害により甚大な被害を被った人吉球磨地域を対象地域として、まずは、インター

ネットや図書館等を活用した調査方法を紹介したうえで、人吉球磨地域の歴史、文化、産

業、観光資源等について調べ学習を実施した。 
グループにおける検討の結果、「人吉城跡」「青井阿蘇神社」「球磨焼酎」「球磨川くだり」

「くま川鉄道」「球泉洞」の６つを調査対象に選定した。 
 
② グループ分け 

新型コロナウイルスの感染防止に最大限注意 

しつつ、被災地の負担にならないよう配慮して、

５〜７名程度の小グループに分かれ学習を進め

ることとした。 

上記①の６つの調査対象のうちどれを担当し

たいか希望を取り、３ゼミ間の垣根を超えたグ

ループを編成した。 

担当する調査対象について、被災前及び被災

後の状況等を調べること、現地調査での質問内

容を準備しておくことを課題として事前学習を

進めた。 

 

被災後の人吉市内（青井阿蘇神社周辺） 

の様子（2020 年 7 月 22 日撮影） 

 
10 月 13 日事前学習 
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（２） 外部講師による特別講義（10月 27日） 

1年生にとって初めてのフィールドワークであること、また被災者に対する聞き取り調

査であることを考慮し、取材活動の専門家を招聘して特別授業を実施した。KAB 熊本朝日

放送のアナウンサーでありディレクターとして現場での取材活動に携わっている柴田理美

氏を特別講師として、「インタービューの技術」について講義及び実技演習を実施してい

ただいた。 

講義内容としては、まず人吉球磨地域にお 

ける実際の映像資料を活用して被災地直後の

状況について紹介された。 

次に、普段の放送では使用されない映像資

料により、取材者が被災者に対しどのような

質問をしているかについて解説があった。 

相手の言葉を引き出すためには、「Yes」又
は「No」で答える質問ではなく、「5W1H
（What , Who , When , Where, Why , How）」に

よる質問が重要との助言があった。このこと

を踏まえ、「新型コロナウイルスが収束した後

にやってみたいこと」をテーマにグループで

聞き取りする演習を実施した。 

さらに、被災地で活動をすることに鑑み、被災者に対する質問の仕方や聞く態度につい

てグループでの実技演習を実施した。実技後に質問の仕方の違いによる質問される側の受

け止め方や「いい質問」とはどのような質問だったかについて振り返りを行い、理解を深

めた。また、取材後の整理のためにメモを取ることの重要性について説明された。 

質疑応答では、取材時の服装についての質問があり、華美でない服装が好ましいこと、

女性であればスカートではなく動きやすいパンツスタイルが良いとの助言があった。 

 

 
（３） グループワーク（11月 10日） 

まずフィールドワークにおける以下の役割に

ついてグループ毎に担当を決定した。 

① ディレクター（進行役） 

② インタビュアー（質問者） 

③ カメラマン（iPadを使用） 

④ 録音係（ICレコーダーを使用） 

⑤ 記録係（メモ取り） 

次に、調査対象について各自で調べてきた事

を整理し、質問する内容を検討した。 

 

 
特別講師 柴田理美氏 

（KAB 熊本朝日放送アナウンサー） 

 
11 月 10 日グループワーク 
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（４） フィールドワーク（11月 14日、15日、21日） 

① 準備 

コロナ禍での活動となるため、学生が選んだ調査対象について人吉市役所及び人吉温泉

観光協会、球磨村森林組合の協力のもと、教員側で受入れ先の調整を行った。 

新型コロナウイルス対策として、移動は席にゆとりがある小型の貸切バス及びジャンボ

タクシーを利用し、ソーシャルディスタンスに配慮した配席とした。また、各グループには

引率教員 1 名以上が帯同し、乗車前の体調確認、検温、手指の消毒を徹底した。 

なお、車両借上等の財源については新設された「復興・再生支援事業」を活用した。 

 

② 訪問先 

A 人吉城跡（人吉市） 
B 青井阿蘇神社（人吉市） 
C 繊月酒造（人吉市） 
D 球磨川くだり（人吉市） 
E くま川鉄道（相良村、人吉市） 
F 球泉洞（球磨村） 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

F 

https://www.google.co.jp/maps/ 

D 

E A 
B 

C 

F 

球磨川 
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③ フィールドワークの内容 

A  人吉城跡 
人吉市教育委員会岸田学芸員から、人吉城の歴史、被災時の状況、今後の課題等につ

いて聞き取り調査を実施した。 
 

  
（人吉城跡全景）          （石垣の解説） 

  
B 青井阿蘇神社 
青井阿蘇神社福川宮司から、神社の歴史、文化的価値、被災時の状況等について聞き

取り調査を実施した。 

   
（国宝の楼門）            （聞き取り調査の様子） 
 

C 球磨焼酎（繊月酒造） 
繊月酒造株式会社田中常務から、球磨焼酎の歴史、新型コロナウイルスの影響、被災

時の状況等について聞き取り調査を実施した。 
 

   

（7 月 4 日の敷地内の様子）       （7 月４日の製品倉庫の様子） 
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D 球磨川くだり 
球磨川くだり株式会社瀬崎社長及び中川部長から、球磨川くだりの被災状況について

聞き取り調査を実施した。また、同社の「サイクルツーリズム」を体験し、みそ・しょ

うゆ蔵〜温泉旅館〜青井阿蘇神社〜人吉城跡を訪問し、被災者からお話を伺った。 
 

  

（球磨川くだりの説明）        （サイクルツーリズム体験） 

  
（みそしょうゆ蔵 釜田醸造所）    （温泉旅館 あゆの里） 

 
E くま川鉄道 

くま川鉄道株式会社永江社長から、球磨川第４橋梁の被災現場（相良村）において被

害状況及び復旧の課題について説明を受けた。また、人吉温泉駅（人吉市）において列

車の被害状況等について説明を受けた。 
 

   

 （被災した球磨川第４橋梁）     （人吉温泉駅での聞き取りの様子）  
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F 球泉洞 
球磨村森林組合松野氏から、球泉洞及び製材所の被災状況について聞き取り調査を実

施した。また、復旧支援に来ていたボランティアの方々にもインタビューを実施した。 
 

  
（球泉洞の説明）           （ボランティアにインタビュー） 

 
 

（５） グループワーク（11月 24日、12月 1日） 

フィールドワーク後にグループワークを２回実施し、調査結果をとりまとめ、プレゼンテ

ーション資料を作成した。 
まず、撮影した動画や録音データを確認しインタビュー結果について振り返りを行った。 
次に、資料作成にあたって、「導入」〜「トピック」〜「まとめ」の構成で作成すること、

各テーマについて伝えたいことをトピックとして紹介すること、フィールドワークで撮影し

た動画や写真を積極的に活用することを指導した。 
プレゼンテーションについては、リレー形式で各人が２分程度の発表を担当するよう役割

分担をグループ内の話し合いで決定した。また、発表の際はなるべく発言メモを見ずに説明

できるよう準備することを指導した。 
なお、自主学習日（１２月８日）を設け資料作成やプレゼンテーションに関する助言を行

ったり、teams 上でプレゼンテーション資料のブラッシュアップの助言を実施したりして、

発表会当日まで指導を行なった。 
 

   

 （調査結果の取りまとめ）         （プレゼンテーション資料の検討） 
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 （６）合同発表会（12 月 15 日） 
パワーポイント等で作成したプレゼンテーション資料により、「人吉球磨地域の今」につ

いて各グループ１０〜１５分程度で調査結果を発表した。各グループの発表後に引率教員

から講評を行った。 
発表会終了後には、各グループが作成したプレゼンテーション資料と発表動画を teams上

に掲載し、振り返り学習ができるようにした。 
なお、テレビ局の取材（１社）があり緊張感のある中で発表会を実施することができた。 

 

   

①球磨焼酎グループ           ②球磨川くだりグループ 
  

   
③くま川鉄道グループ           ④球泉洞グループ 

 

   
   ⑤人吉城跡グループ           ⑥青井阿蘇神社グループ 
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【参考】プレゼンテーション資料 
① 球磨焼酎グループ 
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② 球磨川くだりグループ 
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③ くま川鉄道グループ 
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④ 球泉洞グループ 
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⑤ 人吉城跡グループ 
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⑥ 青井阿蘇神社グループ 
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５. 取り組みの成果と課題

（１） 取り組みの成果

遠隔授業中心だった１年生にとって、対面でのグループワークやプレゼンテーションは

あまり経験がなかったため不安もあったが、協力して作業を進め期限までに資料を作成し、

発表することができた。授業全体を通してグループでの自主的な活動を重ねながら学習を

進めた結果、発表会では良いプレゼンテーションができたと評価している。 

今回の授業では、８回の授業全部を３ゼミ合同で実施した。授業の実施には相当の準備

が必要となったが、選択肢の幅が広がることでより中身の濃い授業を実施することができ

た。特にプロのアナウンサーを外部講師に招いた「インタビューの技術」の授業は大変有益

であり、実技演習を含めると授業時間が１コマ分では不足したという反省点もあった。 

また、フィールドワークについては、例年１年次に経験する「もやいすとジュニア育成」

でのフィールドワークを今年度は実施しない中にあって、今回の演習で被災地における活

動を実施したことにより参加した学生の経験値を大きく引き上げることができた。被災者

の生の声を聞くことによって地域の課題を自分のものとして捉え、各グループのプレゼン

テーションのまとめの中にも「被災地のため学生に何ができるか」という発表がなされて

おり、各グループが問題意識を持って取り組むことができた。 

（２） 課題

① 新型コロナウイルス対策

フィールドワークを実施した１１月中旬は、新型コロナウイルスが徐々に再拡大し始め

た時期であり、感染拡大防止には細心の注意を払った。３３人の学生を少人数のグループ

に分けて活動することで感染リスクを抑え、マスクの着用はもちろん、手指の消毒、ソーシ

ャルディスタンスの確保など移動中や訪問先での対策徹底に努めた。また、授業は全て大

演習室で実施したが、室内の換気、出席者の検温、手指の消毒などを徹底した。 

② グループワーク

学生主体の活動により授業を進めたが、当初は与えられた課題に対し何をすれば良いか

分からないグループもあり進捗はグループによって様々であった。グループワークにおい

ては各構成員が協力して（手を抜かずに）作業を進めていくことが肝要だが、対面授業の回

数が少なくグループワークの機会も少なかったため資料の完成が発表当日になるなど進捗

管理が難しい面もあった。 

③ プレゼンテーション

プレゼンテーション資料の作成については、最初に作成されたスライドは文字情報が多

かったため写真や動画の使い方について助言が必要であった。分かりやすく伝えるための

資料の作り方については別途学習する時間を設けるなどの工夫が必要と感じた。 

発表については皆比較的落ち着いて実施できたが、「なるべくメモを見ないで発言する」

という指導について実践できた学生は少数であった。 
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６. おわりに

コロナ禍においてフィールドワークを実施することはかなりのリスクを伴うものであったが、

実施時期が小康状態にあったため、関係者の協力を得て計画どおり実施することができた。今

回の演習を通して被災地で学生が直接見聞きし体験したことは何物に代えがたい経験であり、

得た知識を資料にまとめ自らの意見も含め「人吉球磨地域の今」として情報発信できたことは、

今後様々な場面で課題解決に取り組んでいくうえでの自信につながるものと考える。現地の方

からは、被災から数か月が経ち徐々に被災地のことが報道されなくなっており情報発信が課題

との声が多く聞かれたことから、学生には引き続き被災地のことに関心を持って研究やボラン

ティア活動等に取り組んでくれることを望む。

また、今回の取り組みを通して得られた副産物として、ゼミ間の垣根を取り払ってグループ

を編成したため初対面の学生同士でグループを組むこととなり、結果としてコロナ禍における

課題である「学内の仲間づくり」の一助となった。大学においては知識を身につけることも必

要だが、色々な人と関わることでコミュニケーション能力も身につけてほしい。

この原稿を作成している令和２年１２月の時点では、新型コロナウイルス第３波到来の最中

にあり未だ収束が見えないところであるが、今回の基礎総合管理学演習の取組みを今後の授業

設計の参考としたい。

７. 謝辞

ご多忙中またコロナ禍にかかわらずフィールドワークにご協力いただいた人吉市歴史文化課

岸田裕一学芸員、球磨村森林組合松野雄貴氏、青井阿蘇神社福川義文宮司、繊月酒造株式会社

田中泰昭常務、くま川鉄道株式会社永江友二社長、球磨川くだり株式会社瀬﨑公介代表及び社

員の皆様、特別授業を実施していただいた KAB 熊本朝日放送柴田理美アナウンサー、そして今

回の授業を共同実施した総合管理学部宮園博光先生及び岩見麻子先生に対し、心より感謝申

し上げます。 

114


	01-タイトルスクリーン_第27巻第2号
	02-Beaufait, Paul A.准教授 近影写真
	03-目次(第27巻第2号)
	04-Beaufait, Paul A.准教授略歴
	05-Beaufait, Paul A.准教授への献辞
	06-渡邊榮文「オンブズマンとマタイ効果」
	07-石橋敏郎、木場千春、紫牟田佳子「医療・介護・福祉分野における人材の不足とその解消のための対応策」
	08-西森利樹「アメリカ公的後見法制をめぐる近年の改正動向」
	09-藤井資子「デジタル・ガバメント時代のデジタル・インクルージョン」
	10-松本千晴「住民組織におけるソーシャル・キャピタル―結合型と橋渡し型に着目して―」
	11-井寺美穂「大学生の地元就職志向に関する研究」
	12-高濵信介「フィールドワークによる基礎総合管理学演習の取り組み」
	13-英語目次(第27巻第2号)
	14-会則
	15-投稿執筆規定『アドミニストレーション』
	16-本号執筆者(第27巻2号)
	17-奥付(第27巻第2号)

	Top: 
	目次へ: 


